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国
際
交
流
協
定
校
な
ど
の

学
生
が
、
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
日
本
語
学
習
や
日
本
文

化
を
研
修
す
る

夏
期
日
本

語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
６
月
１８
日
か
ら
始
ま
っ

た
。豪

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
生

と
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
生
な
ど

世
界
各
国
の
１２
大
学
４４
人
が

参
加
。
８
月
７
日
ま
で
実
施

さ
れ
る
（
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大

学
生
の
研
修
期
間
は
６
月
２７

日
か
ら
７
月
１７
日
ま
で
）。

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
生

は
、
７
月
６
日
、
ウ
ー
ロ
ン

ゴ
ン
市
と
姉
妹
都
市
の
川
崎

市
の
阿
部
孝
夫
市
長
を
訪

問
。
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

多
数
参
加
し
た
。

カ
ナ
ダ
全
域
で
販
売
さ
れ

る
雑
誌
「M

a
c
l
e
a
n
'
s

」

の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

「P
r
i
m
a
r
i
l
y

U
n
d
e
r
g

r
a
d
u
a
t
e

U
n
i
v
e
r
s
i
t
i

e
s

（
学
部
教
育
を
中
心
と

し
た
大
学
群
）
」
の
中
で
１７

年
連
続
「
ト
ッ
プ
２
」
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
（
１

位
１２
回
／
２
位
５
回
）。

面
積
１０
万
平
方
㍍
の
広
々

と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
管

理
棟
、
学
科
棟
、講
義
棟
、研

究
棟
、
図
書
館
、
食
堂
、
学

生
セ
ン
タ
ー
、
留
学
生
セ
ン

タ
ー
、
美
術
館
、体
育
館
、マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
が
設
置
さ
れ
、
学

生
の
多
く
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
る
学
生
寮
に
住
み
、
学

生
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
の
は

人
口
８
０
０
０
人
ほ
ど
の
サ

ッ
ク
ビ
ル
市
。
カ
ナ
ダ
建
国

（
１
８
６
７
年
７
月
１
日
）

よ
り
１
０
０
年
前
に
さ
か
の

ぼ
る
歴
史
を
持
つ
、
静
か
な

大
学
都
市
だ
。
ニ
ュ
ー
ブ
ラ

ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
の
対
岸
に

は
、『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
舞
台

と
な
っ
た
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ

ー
ド
島
が
あ
る
。
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、
治
安
が
良
い
。

同
大
学
に
は
、
王
伸
子
文

学
部
教
授
（
日
本
語
教
育
）

が
２
０
０
４
年
か
ら
１
年

間
、
本
学
の
長
期
在
外
研
究

員
と
し
て
滞
在
。
カ
ナ
ダ
の

日
本
語
教
育
を
研
究
し
た
。

０１
年
、
米
国
の
９
・
１１
同

時
多
発
テ
ロ
以
降
、
学
生
の

留
学
は
現
地
で
の
テ
ロ
が
心

配
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
学

は
影
響
の
少
な
い
カ
ナ
ダ
の

国
際
交
流
協
定
校
を
模
索
し

て
い
た
。
王
教
授
が
マ
ウ
ン

ト
ア
リ
ソ
ン
大
学
に
滞
在
中

に
提
携
に
つ
い
て
の
打
診
を

受
け
た
こ
と
か
ら
両
大
学
間

で
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。
本

年
２
月
に
同
大
学
の
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
・
マ
ク
ラ
ッ
テ
ィ
副

学
長
（
学
術
／
研
究
担
当
）

と
ア
ダ
ム
・
ク
リ
ス
テ
ィ
国

際
交
流
担
当
が
本
学
を
訪

れ
、
具
体
的
な
協
議
が
な
さ

れ
た
。

王
教
授
か
ら
マ
ウ
ン
ト
ア

リ
ソ
ン
大
学
の
魅
力
を
聞
い

た
。「
小
さ
な
大
学
で
す
が
、

人
と
人
と
の
距
離
感
の
な
い

英
語
学
習
や
交
流
が
で
き
ま

す
。
留
学
す
る
と
サ
ッ
ク
ビ

ル
の
街
中
で
歓
迎
さ
れ
る
よ

う
な
雰
囲
気
。
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
も
素
晴
ら
し
い
体
験

に
な
り
ま
す
」。

ま
た
、
西
海
岸
の
ブ
リ
ッ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
に
留
学
し
た
大
林
守
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
は
「
カ
ナ

ダ
は
、
治
安
の
良
さ
が
魅

力
。
地
元
の
文
化
に
た
っ
ぷ

り
浸
る
、
の
び
の
び
と
し
た

留
学
が
期
待
で
き
る
」
と
語

る
。

（
１
面
に
記
事
）

本
学
が
カ
ナ
ダ
の
大
学
と
初
の
国
際
交
流
協
定
を
結
ん
だ
マ
ウ
ン
ト
ア
リ
ソ
ン
大
学

は
、
１
８
３
９
年
創
立
。
学
部
構
成
は
人
文
科
学
部
、
社
会
科
学
部
、
自
然
科
学
部
の

３
学
部
に
３０
を
超
え
る
学
科
が
あ
り
、
外
国
語
科
目
の
中
に
「
日
本
語
」
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
教
授
陣
に
は
各
分
野
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
揃
い
、
少
人
数
教
育
で
教
授
か
ら

直
接
指
導
が
受
け
ら
れ
る
。
学
業
と
共
に
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
活
動
な
ど
を
通

し
て
確
か
な
知
性
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
学
内
に
は
本
格

的
な
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
り
、
芸
術
を
教
育
の
一
環
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

留
学
希
望
者
や
国
際
交
流
に
興
味
を
も
つ
学
生
た
ち
の
貴
重
な
情
報
収
集
の
場
、
留

学
生
と
の
交
流
の
場
と
な
る
「
第
７
回
専
修
大
学
留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
」
は
６
月

１６
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
規
模
を
広
げ
、留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、留
学
生
交
流
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
な
ど
も
期
間
中
に
行
わ
れ
た
ほ
か
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
メ
ン
バ
ー

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
旅
行
の
体
験
を
基
に
留
学
生
も
交
え
て
討
論
す
る
ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
来
日
中
の
豪
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
の
短
期
留
学
生
の
発
表
も
行
わ
れ
た
。

６
月
２９
日
に
は
、
留
学
生
の
日

本
語
学
習
の
成
果
を
披
露
す
る
第

１１
回
留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
韓

国
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ

ム
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
７
カ
国
・
地
域
１１
人
が

出
場
。
４５
人
の
リ
ス
ナ
ー
に
、
異

文
化
の
な
か
で
の
驚
き
や
喜
び
を

語
っ
た
。

１
位
と
な
っ
た
李
サ
ン
グ
ル
さ

ん
は
、
韓
国
と
日
本
の
大
学
生
活

の
違
い
を
滑
ら
か
な
日
本
語
で
披

イ
ム

ゾ

ン

エ

露
。
２
位
は
林
鍾
愛
さ
ん
（
韓
国

・
経
済
３
）
、
３
位
は
タ
ル
チ
ャ

バ
デ
ル
・
ビ
ニ
タ
さ
ん
（
ネ
パ
ー

ル
・
文
学
研
究
科
修
士
１
）。

ゾ

ゼ

ウ
ン

司
会
を
務
め
た
曺
在
雄
さ
ん

（
韓
国
・
経
済
３
）
は
２
年
前
の

同
大
会
で
ト
ッ
プ
に
輝
い
た
。
今

回
は
ス
ピ
ー
チ
で
も
参
加
、
特
別

賞
を
受
賞
し
た
。

長
期
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
渡
航
す
る
２
０
１
０
年

度
長
期
交
換
留
学
生
（
第
２

期
）
が
以
下
の
１０
人
に
決
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
留
学
先
に
派

遣
さ
れ
た
∥
敬
称
略
。

●
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学

頼
金
宏
美
（
経
済
３
）
▽
伏

見
有
理
（
法
４
）
▽
山
本
宗

学
（
経
営
３
）
▽
谷
田
部
努

（
商
３
）
▽
田
中
亮
資
（
文

４
）
▽
高
森
瑛
（
文
３
）
▽

服
部
悠
（
文
３
）
▽
桑
田
健

次
（
文
３
）

●
米
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン

カ
ー
ン
校

湯
之
原
諒
（
文
３
）

●
米
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学

鳥
羽
康
平
（
文
３
）

▲ ウーロンゴン大学生が発表

▲ カナダ建国記念日を祝うサックビル

の人 （々撮影はいずれも王伸子教授）

▲ 町からマウントアリソン大学のシン

ボルの教会を臨む（下は冬の様子）

マウントアリソン大学
カナダ〝大学ランキング〟の常連

▲ 留学生とディスカッション

◀

ネ
パ
ー
ル
の
留
学
生

タ
ル
チ
ャ
バ
デ
ル
さ

ん
の
「
母
国
紹
介
」

ウーロンゴン大生ら
１２大学４４人が参加

夏期日本語・日本事情
プログラム開講中

▲ 学生有志が完成させた

モザイクアート

▲ 女子も参加した留学生

サッカー大会

の
び
の
び
学
習
環
境

治
安
の
良
さ
が
魅
力

米
３
大
学
に
１０
人

２
０
１
０
年
度
長
期

交
換
留
学
生（
第
２
期
）

異
文
化
体
験
の
驚
き
、喜
び

▲ 留学体験者による留学相談

見
事
な
日
本
語
で

▲ マウントアリソン大学のキャンパス

（同大学のホームページから）

▲ １位の李サングルさん

▲ エコキャップ

回収運動では

新しい回収箱

が設置された

第４７８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）７月１５日（５）


